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よる分極抵抗定数 K の検討を行った。中性化深さが鉄筋位置まで進行していない試験体は K=0.054 V で、中性化深























5) 分極抵抗値から鉄筋の腐食量を算定するために必要な分極抵抗定数 K は、鉄筋周辺コンクリートの中性化の程
度によって変化し、中性化が鉄筋位置まで進行するとほぼ一定値に収束するなど、電気化学的特性に関しても新しい
知見を得ている。
以上のように、本論文は、コンクリート中の鉄筋腐食に関して有用な知見を与えており、建築工学特に、コンクリ
ート構造学に寄与することが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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